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研究成果の概要（和文）：ハーバード・プロジェクト・ゼロとレッジョエミリアによる共同の研
究 Making Learning Visible プロジェクトにみられる記録法を授業分析に活かすための調査を
行った。具体的には、学習過程を視覚化するために「文脈状況を考慮した評価」を使う方
法としてドキュメンテーションとポートフォリオの用い方、学習の可視化について調査した。
この調査に基づき、見えない学習過程を具体的に「可視化」する問題解決を処理する方法につ
いて授業分析の支援システムの構築、学びをどのように可視化することができるのかを
MLV Project から得た知見と、ガードナーの「文脈状況を考慮した評価」の知見をもと
に検証を行った。研究成果として授業研究の分析方法として応用できる支援システムの実践
化の試行を行い、他教科とは異なった図工科・美術科特有の発想や構想を働かせる場面での
＜文脈＞＜場＞及び＜状況＞を考慮した多様な評価方法とパフォーマンス評価の特殊性
と「可視化」というアプローチの方法の開発の必要性があるという結論を得た。  

 

研究成果の概要（英文）： 

This research investigated the Making Learning Visible Project, the joint study by 

Harvard Project Zero and Reggio Emilia. Specifically, it examined how to use 

situated learning assessment in order to visualize the learning process. Based on 

this investigation, a system of assessment that makes the learning process more 

visible was developed through a process of trial and revision at the Saitama 

University attached elementary school. Results indicated the importance of 

considering each student’s background, environment, and immediate situation 

when assessing their performance——more so than with regard to other subjects. 
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１．研究開始当初の背景 

(研究の学術的背景)幼児教育で有名なイタ

リアのレッジョ・エミリアと美術教育の認知

的研究で評価の高い米国ハーバード・プロジ

ェクト・ゼロとの共同研究 Making Learning 

Visible プロジェクトは、見えない「学習過程

の可視化」の試みを行っている。ドキュメン

テーションはポートフォリオの利点も兼ね

備え、グループ学習の分析方法に適している

が、国外においてもドキュメンテーションと

ポートフォリオの比較、両者を併用する研究

もなされていない。両者の中でパフォーマン

ス評価についてもどのように具体化してい

くかという研究は, わが国の美術教育でも

殆どなく、必要、不可欠な研究といえよう。 

 

２．研究の目的 

(1). 図工・美術科での授業研究の方法、評価

方法は、他教科に比べ、体系化もされておら

ず、曖昧さの多い教科となっている。レッジ

ョ・エミリア市の幼児学校とハーバード・プ

ロジェクト・ゼロの共同研究 Making Learning 

Visible プロジェクトにみられる小グループ

での学びの軌跡の観察と「学習の可視化」で

はドキュメンテーションが中心的な役割り

を果たす。 

 わが国の図工・美術科ではドキュメンテ

ーションはまだ試行されていないが、今後、

学習者の学習活動での発話・行動分析とと

もに、教師用の授業の省察のツールとして

の期待ができる。 

 

３．研究の方法 

(1)  Making Learning Visible プロジェク

トを行う、ハーバード・プロジェクト・ゼ

ロを訪れ「学習の可視化」および「ドキュ

メンテーションの用い方」の調査を行った。  

 

(2) これまでの文献研究だけでは限界があ

り、ドキュメンテーションの用い方、ビデ

オや録音テープなど具体的な記録の方法、

どの部分を切り取り記述するのかなど実際

に MLV プロジェクトを観て、質問等してみ

なければ分からない部分も多いので、MLV

プロジェクトの現地調査と、本研究のテー

マ、MLV プロジェクト研究で得たドキュメ

ンテーションのノウハウを援用した実際に

使える具体的な授業研究の方法のデザイン

を行なった。 

 

(3) MLV プロジェクトについて特に「学び

の可視化」、ビデオや録音テープなど具体的

な記録の方法と、どの部分を切り取り記述

するのかなどの調査研究から「ドキュメン

テーションの用い方」について明らかにし

た。 

 MLV プロジェクト研究で得たドキュメ

ンテーションのノウハウを援用した実際に

使える授業研究の方法をデザインし、埼玉

大学教育学部附属小学校で授業研究を実験

的に行い効果を調査した。 

 

４．研究成果 

(1) 平成22年度においては、研究実施計画に

そってハーバード・プロジェクト・ゼロを訪

れ Making Learning Visibleプロジェクトに

おける「学習の可視化」および「ドキュメン

テーションの用い方」の調査を行った。ハー

バード大学教育学大学院のガードナー教授に

は、プロジェクト・ゼロとイタリア、レッジ

ョ・エミリア幼児学校との関連性、MLVの内

容について質問を行った。クレチャウスキー

氏、レスリー大学のマルデル氏からは、ドキ

ュメンテーションとポートフォリオの関連性

について、実際に長年、中心的に関わった過

程でのMLVの内容について質問を行うとと

もにディスカッションを行えたことは有意義

であった。また、プロジェクト・ゼロおよび

レッジョ・エミリア関連の資料を収集した。 

 また、プロジェクト・ゼロが、実際に MLV

の実践を行っているマサチューセッツ州

Medford に あ る タ フ ツ 大 学 附 属

Eliot-Peason 幼児学校を視察し、同校校長、

リーキーナン氏に MLV の実践について質問



を行い、Eliot-Peason 幼児学校での、授業分

析の手法を調査した。見えない学びの過程を

具体的に「学習の可視化」する方法について、

多様な評価方法と文脈による「可視化」とい

った意義のある調査研究となった。以上、調

査で得たドキュメンテーションによる有効

な「学習の可視化」の研究方法であり、図工・

美術教育における授業研究の方法としてわ

が国でも応用できる点でも重要性が認めら

れた。 

 

(2) 平成23年度においては、第一の研究内容

はドキュメンテーションのノウハウを援用し

た具体的な「授業研究の方法」の研究を遂行

した。他教科でも問題とされているパフォー

マンス評価の解釈を参照しつつ、プロジェク

ト・ゼロのハワード・ガードナーの認知的見

解をもとに「学習の可視化」の多様な視点か

らの評価が、＜文脈 background＞ ＜場面 

environment＞＜状況 immediate 

situation＞を考慮した美術教育でのパフォ

ーマンス評価について研究し、海外の事例の

研究を行うことが出来た。図工・美術科の授

業研究は体系化されていない部分が多く、本

研究によりコンピテンス自体は見えないもの

であるが、パフォーマンスは見えるので、多

くの状況でパフォーマンスによって可視化で

きる方法としてのドキュメンテーションの意

味合いが明確化された。授業分析の方法「学

習の可視化」の多様な視点からの評価という

点でも、今後、教育現場に応用できるという

重要な意義を見いだせた。第二の研究内容は

、授業の評価方法について、ドキュメンテー

ションとポートフォリオの比較を行い相違点

と両者を併用する可能性の研究を行った。図

工・美術科の評価方法は他教科に比べ曖昧さ

の多いといった問題点があるが、両者を併用

することでオーセンティック評価としての「

学習の可視化」の研究に対する重要性が見い

だせた。（博士論文・第7章5節で著述し、発表

した）。また、アメリカ教育学会（第２３回大

会）でのシンポジウム「テーマ：アメリカの

個性化教育の理念と方法を活かす」（招待パネ

リストとして）ではMLVプロジェクトの「学

習の可視化」の実践とプロジェクト・ゼロの

諸理論について研究成果を発表でき多くの同

学会員よりポジティブな評価を得ることがで

きた。 

学会誌『大学美術教育学会誌』に、「美術教
育におけるパフォーマンス評価と学習の可
視化－ハーバード・プロジェクト・ゼロの「文
脈状況を考慮した評価論」からの示唆」を  

投稿した。査読の通過し論文掲載された。 

 

(3) 平成24年度においては、図工・美術科に

おいてMLVプロジェクトの成果を援用し実

際に使える具体的な「学習の可視化」のでき

る「授業研究の支援システム」の＜理論＞か

ら＜実践化＞へのデザインを試行した。代表

者・池内の所属する埼玉大学教育学部の附属

小学校（3年目も研究協力を得ている）の図画

工作科の教員たちの協力のもとに、ドキュメ

ンテーションとポートフォリオの両者を併用

し、10月、附属小学校の教員たちと、図工科

における発想や構想を働かせる場面での児童

の＜文脈 background＞、児童の置かれた＜

場面 environment＞、児童を取りまく＜状

況 immediate situation＞を考慮し、それ

らを抽出し、タブレット端末等を活用して過

程を蓄積（ポートフォリオ化）することによ

って、発話の分析、他者との比較、自己の振

り返りを行うとともに、言語活動、映像によ

る作品の制作過程を示す説明ができるように

なった。2月、附属小学校の協力を得て授業研

究会の開催を行った。また、同埼玉大学附属

中学校・美術科研究集会においても「学習指

導要領と評価：可視化とパフォーマンス評価

」というテーマで学習指導要領と、学習の可

視化、ハフォーマンス評価という視点よりこ

れまでの成果の講演を行った。以上、成果と

して、見えない学習・思考の過程を具体的に

「学習の可視化」する方法について、多様な

評価方法と文脈による「可視化」といった意

義のある調査研究となり、授業研究の分析方

法として応用でき支援システムとして有用性

が認められた。今回の調査で得たドキュメン

テーションによる有効な「学習の可視化」の



研究方法であり国内外での図工・美術教育に

おける授業研究の方法として応用できる点で

も重要性が認められよう。今後、教育現場に

応用できるという重要な意義を見いだせた。 
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